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竹取物語新聞

11月5日、メタウオーター社員10名来場（伐採作業は8名）

竹取会員14名。

基地周辺も紅葉が進み里山活動がしやすい季節になりま

した。

メタウオーター（株）さんは年2回里山活動に参加されて

います。作業は8名の参加で午前中のみの里山活動でした。

又、予定の親子竹伐採体験は子供さんの体調不良で中止に

なりました。

10時、小出代表の挨拶で今日のメタウオーター里山活動

は2グループに分かれて行うと説明がありました。

2班は西部竹林で行い、竹垣に使用の竹材を山脇（正）リ

  

ーダーの指示により会員と参加者が合同で伐採、玉切り、

枝切り、竹置き場迄運びました。

1班は12月の竹とあそぼ「ミニ門松づくり」に使用の竹材

と「竹炭づくり」用の竹材を基地竹林で伐採。参加者５名

に会員がそれぞれ付き添い指導を行い急斜面では伐採後ロ

ープを結び平地まで下ろして枝切り、玉切り、運搬集積迄

行いました。1人、2～3本の伐採活動ができ12時無事終了。

指導以外の会員は12月行事関連の準備作業を行い午後か

らは会員で西部竹林・栗林前の側溝の泥上げ（イノシシが

荒らして側溝を土で埋め尽くしている）を実施しました。

皆さんご協力ありがとうございます。 （文 浅尾 真一）
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森のようちえん「のいちご」（安平 真由美 代表）の里

山体験が11月8日,枚方市野外活動センター内〔竹取り〕基

地で開かれました。「のいちご」さんは自然豊かな森で園

児の自主性や仲間との協調性を養うことを目指されていま

す。今回は竹の伐採から器作りまで体験されました。

ノコギリ初体験の園児もヘルメットをかぶり手袋してチ

ャレンジ。

参加者21名。2班に別れて、先ず孟宗竹1本ずつノコギリ

で伐採、竹の根元は太さ約10センチ。長さ10数メートル。

これを園児、保護者が順番に少しずつ切っていきます。し

かし、なかなか切れない。皆で励まし応援しながら切って

いくと、やがて、ザーっと一気に倒れ、倒した驚きと達成

感に笑顔がこぼれます。

枝打ちして適当な長さに切り分けて分別整理。伐採し終

えたら竹の丸太を皆で担いで竹林から作業場へ移動します。

この行程を園児、保護者、スタッフ全員で行いました。

作業場でみんな思い思いのコップ、杓子、花器、プラン

ター等沢山作りました。器作りの他に竹箸作りにも挑戦し

ました(箸材は竹や木で作れます)。竹は昨年秋に伐採して

乾燥させた孟宗竹。檜材は軟らかく加工しやすいが、ここ

は〔竹取り〕、竹材にこだわっています。

しかし、乾燥竹は硬い。かんな削りには力が要る。馴れ

た保護者には簡単でも園児には補助が必要です。背後から

手を添えて一緒に削ります。削り終わって長さを調整。サ

ンドペーパーで磨くと出来上がり。仕上げた箸を手にして

微かな満足感。

「家に竹箸がいっぱい有りますよ」と保護者の感想。〔竹

取り」には嬉しい言葉です。

今回の参加者は園児10名、小学生1名、保護者8名、スタ

ッフ2名。〔竹取り〕から指導員11名参加しました。皆さん、

ご苦労様でした。    （文 矢吹 孝）

森のようちえん のいちご里山体験
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ボーイスカウト 20 名（内ビーバー隊 6 名）,大人 17 名,

合計３７名。会員 12 名

3 班に分かれ、竹間伐は各 1 本、他に会員が篠竹(ミニ門松

用）収集 60 本伐採。

この秋一番の寒さとなった曇り空のなか、基地に着くと

今シーズン初めての焚火起こし（燃材焼却用）の最中でし

た。上村さんが焼き芋作りの準備中。小出代表より会員の

参加が少なく 4 班活動体制での予定を変更し、12 月の竹と

あそぼ用の篠竹収集を間伐指導後とし最初は 3 班体制とな

りました。

ボーイスカウト枚方第 8 団は毎年来られ、山桜の植樹、

ヒノキ間伐や竹間伐体験をしています。昨年は雨の為中止、

一昨年はヒノキの間伐でした。今回は竹間伐としました。

10 時に全員集合し、まきゃっか広場でラジオ体操。ボー

イスカウト隊は小出代表の挨拶後班分けされ 1・2 班は竹炭

窯側の場所。ビーバー隊は基地広場上部の場所に分かれま

した。1 班担当の私と会員 3 名、ボーイスカウト 5 名とそ

の親にて現地に移動。

ヒノキの伐採や竹のノコギリ切り経験者も多かったので、

子供達に伐る竹を選ばせ、倒れる方向も考えてもらい、上

部の枝は密集しているので、重心と違う方向の空いている

空間の方にロープで引っ張っての伐採としました。1 本の竹

を全員で順繰りに切って最後は引手にも分かれ想定の方向

に伐倒出来ました。その後玉切り・搬出集積・枝払いをし、

焚火の場所を通る時に竹の油抜き体験をして、まきゃっか

広場に戻りました（2 班とビーバー隊は基地広場）。間伐が

終わると当初活動予定の篠竹伐採に会員 3 名共行くことに

なり私一人での対応となりました。配置していた竹でコッ

プ・貯金箱など自由に作ってもらいました。Ｍｙナイフ持

参で竹トンボを作られているお父さんもおられました。

昼には浅尾さん提供のはしご下り・クワガタ・馬の各カ

ラクリと上村さんの不倒コマを用意し遊んでもらいました。  

昼食後は篠竹グループも戻って来たので、ヒノキの丸太

切りと竹の器づくりもやって貰いました。丸太はなかなか

切れず親子で苦戦されていました。気に入ったのか何回も

切る親子がいました。夜は良い匂いの中でのお風呂となり

そうですね。午後 1 時過ぎに雨になり作業途中で終了の合

図があり、基地玄関前で記念写真撮影と最後にきちんと整

列したボーイスカウトから竹取の会員へ感謝の大きな声を

頂きました。

・・・ボーイスカウト隊の解散後に先ほどのやりかけが

あるとのことで戻ってくる子が 2～3 人いました。ヒノキ切

りの途中の子は再開。竹の刀剣と鞘（さや）を作る途中だ

った子は材料が片づけてなくなっていたので大騒ぎとなり

（浅尾さん穴あけ済みのヒノキの鍔（つば）のみ残ってい

た、）最後は会員みんなで手伝って仕上げました。又、い

ろいろのアイデア作品待っています。会員の皆様お疲れ様

でした。 （文 岩本 次男）

ボ ー イ ス カ ウ ト 枚 方 第 ８ 団 里 山 体 験  

(11 月 12 日)
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NPO 法人 竹取物語の会 R.5 年 12 月 活動予定表

活動予定 特別な活動など 担当・段取りなど

.01 (金)

.02 (土)

.03 (日) 活動日
第３回竹とあそぼ ミニ門松づくり・簡

易竹炭焼き体験

.04 (月)

.05 (火)

.06 (水) 活動日
基地竹林整備（チッパー活用予定）

薪割

.07 (木)

.08 (金)

.09 (土)

.10 (日) 活動日
フリーデー

基地玄関前門松づくり、薪割

.11 (月)

.12 (火)

.13 (水) 活動日

薪割、ゴミ置き場整備

竹炭焼き１日目（11/26 の炭材づくり必

要）

.14 (木) 竹炭焼き２日目

.15 (金)

.16 (土)

.17 (日) 活動日 道具・器具点検整備デー、倉庫整理

.18 (月)

.19 (火)

.20 (水) 活動日

基地門松飾り、しめ縄飾り、倉庫整理・

ゴミ分別処理・(野活)運搬

(１２月最終作業日)

.21 (木)

.22 (金)

.23 (土)

.24 (日) 年末年始活動休み（～1/6 迄）

.25 (月)

.26 (火)

.27 (水)

.28 (木)

.29 (金)

.30 (土)

 .31 (日)

※ 新年は 1/7 安全祈願予定


